
朝霧中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
対象 プロジェクト

名、課題№
やったこと、実績
、計画した課題①

当てはまる事
業

評価（目標を達成出来たか？
達成状況）

やってみてわかったこと、残った
問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほし
い（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

・認知症当事者や家族の思いを
知る講座を開催、住⺠が⾃分事
として考える機会をつくった。

認知症 ・コープ朝霧で買い物支援
講座を開催、認知症当事
者：ピアサポーターが参
加、当事者の思いを知る機
会となった。

・認知症当事者の思いを聞く機
会は少なく、特別なことではな
く普通に接すること、今後も伝
え継続していく大切さを再確認
した。

・認知症や高齢者の困りごと
を⾃分事として考え、助け合
える地域となる。

・認知症理解促進のた
め、勉強会を継続し、
認知症当事者の協力を
得て認知症啓発活動を
行う。

継続

・小学校と連携し子ども向けオ
レンジサポーター養成講座を開
催、子どもを通じて保護者世代
への啓発を行った。

生活支援体
制整備

・松が丘小学校、朝霧小学
校４年生を対象にオレンジ
サポーター養成講座を開
催、松が丘小学校は脳活楽
習＆体操グループ「カラフ
ル」と児童の交流につな
がった。

・子ども達だけでなく教職員の
理解が進み、福祉と教育の連携
が出来た。子どもがオレンジサ
ポーター養成講座を受け、地域
住⺠の認知症理解を進める大き
な力となった。

・小学生が認知症について学
ぶことで地域内の子どもや保
護者等の認知症理解が広が
る。

・小学校と連携した認
知症啓発活動を継続す
ると共に中学校、高校
へオレンジサポーター
養成講座開催の働きか
けを行う。

・10月松っ子まつりにキャ
ラバンメイト・シルバーサ
ポーターと共に参加し、オ
レンジリングレンジャーと
共に認知症啓発活動を行っ
た。

・住⺠が思い描く、認知症の
人にやさしいまちを形作るこ
とが出来る。

・若い世代への啓発方
法を考える。

・居宅介護支援事業所の巡回訪
問を通して出た意⾒をもとに⺠
生委員・児童委員と介護支援専
門員の交流会を行った。

包括的継続
的

・12月朝霧地区⺠生児童委
員協議会と介護支援専門員
の交流会を開催、連絡先情
報シートの交換を行った。

・連絡先情報シートの交換を
行ったが、⺠生委員・児童委員
と介護支援専門員の顔の⾒える
関係性までには至らなかった。

・住⺠の生活の困りごと、認
知症の相談が早期に相談する
ことが出来る。

・⺠生委員・児童委員
と介護支援専門員が直
接連絡を取りあえる関
係性をつくる。

継続 ⺠生委員・児童委員と介護支援専門員
が顔の⾒える関係性作りを行い、住⺠
の困りごと、認知症の早期発⾒につな
がるよう今後も継続していただきた
い。

生活支援体
制整備

・高齢化率が高い地区へ消費者
被害予防の啓発活動を行った。

権利擁護 ・朝霧・大蔵地域住⺠対象
に消費者教育の啓発講座を
４回開催した。

・認知症、判断能力が低下して
きた際、地域全体で詐欺被害防
止の取り組みを行う必要性を感
じていると分かった。

・住⺠同⼠の声かけで消費者
被害を未然に防ぐことが出来
る。

・住⺠と共に消費者被
害予防の啓発活動を行
う。

継続 住⺠の理解にあわせ講座を行い、地域
全体で被害にあわない取り組みにつな
がっていくよう取り組んでいただきた
い。

・⾃治会⻑等へのセンターの役
割の周知を行った。

総合相談 ・集いの場、高年クラブ、
まち協、⾃治会町内会等に
広報誌を使いセンターの取
り組みを紹介した。

・地域のキーパーソンの考え方
や組織体制によりセンターの役
割の理解に地域差があることが
わかった。

・住⺠同⼠で課題を共有し、
解決に向けた主体的な話し合
いが出来るよう支援する。

・広報紙・出前講座で
の啓発活動を継続す
る。

継続 今後、個別ケースの対応が多い地区を
重点にセンターの役割の周知を勧めて
いっていただきたい。

・東朝霧丘町内会、朝霧山
⼿町⾃治会で住⺠座談会を
開催、地域課題の聞き取り
を行った。

・センターで対応が多い地域
での⾒守り体制を構築し、認
知症や困りごとが重篤化する
前に相談が入る体制をつく
る。

朝
霧
中
学
校
区
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認知症の当事者の声や思いを生活場
面、具体的な事例を用いることで、住
⺠への理解がひろがる、今後も継続し
て取り組んでいただければと思いま
す。
認知症の啓発活動についてもキャラバ
ンメイト、シルバーサポーターと協働
し活動の支援を行っていただきたい。

資料２
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朝霧中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
対象 プロジェクト

名、課題№
やったこと、実績
、計画した課題①

当てはまる事
業

評価（目標を達成出来たか？
達成状況）

やってみてわかったこと、残った
問題②

更にそのその先に最終的にこうなってほし
い（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

・⾃治会のキーパーソンと話し
合い、既存の集いの場を活用し
た出前講座を開催、新旧住⺠が
交流することが出来た。

・4月、出前講座の希望を取
り、希望の多かったテーマ
で開催、6月、健康測定会を
実施した。10月は人生会
議、2月は詐欺被害の講座を
実施。

・サロンの参加者同⼠で⾒守り
や声かけ等、つながりがあるこ
とがわかった。

・若い世代が主体的に地域活
動や高齢者の⾒守り活動に関
わることができる。

・松が丘第2住宅での
実践をモデルに、今後
はつながりの弱い地域
の支援を行っていく。

終結 地域住⺠の理解にあわせて、講座の内
容を代えたり、工夫されていました。
松が丘第２住宅の支援は終結します
が、個別相談を通じて地域課題の把握
を行い、今後もつながりの弱い地域の
支援をお願いします。

・センターと住⺠の顔が⾒
える関係が出来、集いの場
のキーパーソンや⺠生委
員・児童委員から気になる
人の相談が入るようになっ
た。

・既存の集いの場は、高齢者が
対象で参加住⺠が固定していた
が、7月に新たなサロンを⾃治
会が立ち上げた。出入り⾃由で
年代関係なく参加出来る。誰で
も参加出来る取り組みを⾃治会
が始めていることがわかった。

・元気な高齢者は集いの場を
楽しみに参加し、参加してい
ない高齢者も含め、住⺠同⼠
で支え合うことができる。

松
が
丘
第
2
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大蔵中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
対象 プロジェクト

名、課題№
やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できた
か？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ
た問題②

更にそのその先に最終的にこうなって
ほしい（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

住⺠の認知症理解を深めるた
め、小地域でオレンジサポー
ター養成講座や認知症学習会の
開催を働きかけた。

認知症

自治会や大蔵コミセンにて
オレンジサポーター養成講
座・認知症学習会を開催し
た。

住⺠の認知症予防への関⼼は⾼
いが、認知症の方をサポートす
ることは、⼼理的な負担が大き
いことがわかった。

住⺠に認知症の理解が広ま
り、認知症になっても、地域
の見守りやサポートで、その
人らしく住み慣れた地域で暮
らし続けることができる。

キャラバンメイト・シ
ルバーサポーターと共
に、オレンジサポー
ター養成講座、認知症
の理解を住⺠に啓発す
る活動を継続する。

継続

これまで関わりのなかった自治会や団
体へアプローチを行い、認知症理解の
啓発活動の継続をお願いします。

地域で認知症当事者や家族の思
いを発信できる人材を発掘、住
⺠に対して認知症について当事
者の思い、理解を深めてもらう
ことを目指した。

生活支援
体制整備

認知症当事者への参加をア
プローチしたが参加に至ら
なかった。

認知症当事者自身が学習会等へ
の参加することに対しての⼼理
的負担が大きかった。

認知症や⾼齢者の困りごとを
自分事として考え、助け合え
る地域となる。

認知症理解促進のた
め、勉強会を継続、認
知症当事者の協力を得
て認知症啓発活動を行
う。

シルバーサポーターやキャラバ
ンメイトによるオレンジサポー
ター養成講座・認知症啓発等の
主体的な活動への移行を目指
す。 総合相談

キャラバンメイト、シル
バーサポーターの座談会を
実施、啓発活動でのアイデ
ア出しや協力はあるが、主
体的な活動までには至らな
かった。

センターがオレンジサポーター
養成講座や認知症啓発活動の調
整役を担うと共に啓発活動等を
通じ、役割の移行を目指す。

専門職の目線だけでなく、住
⺠の目線でも、認知症の理解
と支援の輪が広がり、認知症
の方を見守り、支援を行う。

住⺠に向けた認知症理
解の啓発活動を継続す
る。地域でオレンジサ
ポーター養成講座や学
習会等の活動を継続
し、地域ごとの特色に
合わせた活動を行う。

継続

キャラバンメイト・シルバーサポー
ターによる啓発活動が着実に進んでい
ます。今後、活動が持続可能となるよ
う、センターとしてどのような支援を
行うべきか、役割分担を再度見直し、
支援体制を強化することが重要です。

おおくらまちなかゾーン会議で
生活課題抽出アンケートを実施
し、生活課題や地域での助け合
い活動を把握した。

生活支援
体制整備

大蔵地区の65歳以上、145
名を対象に生活課題抽出ア
ンケートを実施、アンケー
ト結果をもとに取組や啓発
活動の検討につながった。

生活課題抽出アンケートでは、
アンケート結果と住⺠が考えた
地域の課題に相違があった。介
護保険サービス以外の部分での
困り事が出てきていることが分
かった。

・生活課題抽出アンケート結
果をもとに住⺠、おおくらま
ちなかゾーン会議の場で地域
にとってメリットのある取
組、働きかけを行うことがで
きる。

おおくらまちなかゾー
ン会議にて地域にとっ
てメリットのある取
組・働きかけを協議、
実施する。

継続

生活課題抽出アンケートの結果、おお
くらまちなかゾーン会議での取り組
み、目に見える形での取り組みにつな
がるよう検討していってください。

地域の団体と連携し、地域の商
店等を⼀緒に訪問し、地域住⺠
の助け合いや困りごとを把握し
た。

中崎小学校地区社協がデイ
サービス・デイケア（介護
保険）の訪問を行い、中崎
小学校地区社会福祉協議会
が福祉施設の避難訓練に参
加、連携につながった。

地区社協自身でデイサービス等
事業所につながりをつくること
ができるようになった。

地区社協が障害福祉サービス
事業所とつながりができるよ
うになる。

終結

大
蔵
中
学
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大蔵中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
居宅介護支援事業所、介護保険
サービス事業所の巡回訪問、各
事業所で聞き取り、交流会での
研修に生かしていく。

⺠生委員・児童委員と居宅
介護支援事業所の交流会を
朝霧・大蔵地区にて各1回実
施。⺠生委員・児童委員と
介護支援専門員の連携を密
にする為、双方の連絡先情
報シートを作成、情報共有
を行った。

⺠生委員・児童委員、居宅介護
支援事業所との連絡先情報シー
トの運用について、どのような
課題があるか検証が必要であ
る。

⺠生委員・児童委員と介護支
援専門員が直接連絡を取り合
うことができると共に、認知
症の当事者の早期発見や困り
ごとの解決につながる。

⺠生委員とケアマネと
の定期的な交流会・勉
強会を実施する。

継続

連絡先情報シートについて、⼀度きり
の作成ではなく、活用方法をお互いに
共有の上、よりよい活用方法を検討し
てください。

⺠生児童委員と居宅介護支援事
業所との交流会を開催、⺠生児
童委員と専門職が理解を共通に
することで、地域の困りごとを
早期発見を目指す。

⺠生委員・児童委員、介護
支援専門員との交流会で虐
待防止研修を開催、大蔵コ
ミセンでは明石警察署と連
携し消費者被害、特殊詐欺
の啓発を実施、市⺠や専門
職の関⼼は⾼く質問も多く
聞かれた。

参加者の消費者被害、特殊詐欺
の意識が⾼く、自分の事として
とらえている。参加人数を増や
していき、消費者被害、特殊詐
欺の予防に努めていく。

住⺠、専門職が虐待に対する
知識をもつだけでなく、虐待
を未然に防ぐ為に日頃からつ
ながる。
消費者被害等について、住⺠
の意識を⾼める為、講座・啓
発活動を行い、被害を未然に
防止する。

虐待防止や消費者被害
の啓発活動を警察署、
消費者センターとの連
携、啓発活動の機会を
増やす。 拡充

消費者被害、特殊詐欺について、講座
等の参加者以外にも広報・啓発が必要
です。他人事ではなく私事としてとら
えられるよう、今後も広報・啓発、必
要に応じて出前講座等の開催や広報を
お願いします。

大
蔵
中
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錦城中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

対象 プロジェクト
名、課題№

やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できたか？達
成状況）

やってみてわかったこと、残った問題②
更にそのその先に最終的に
こうなってほしい（展望、
最終目標）③

来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

認知症 継続

生活支援体制整備

包括的継続的
継続

認知症 継続

11月16日（土）午前中にウィズ
あかしで開催し、20人の地域住
⺠やキャラバンメイトや専門職
の参加があった。

○自治会回覧や掲示板等を通じて広報した結
果、予防等について学びたい高齢者の参加が多
かった。
○将来介護を担う働く世代の参加者は少なかっ
たが、センターが呼びかけをした関係機関の専
門職の積極的な参加があった。また、住⺠とし
て参加された専門職がいた。
○参加者それぞれが持つ知識や経験等の情報交
換を通じて、「学びにつながった」といった感
想が多く、それぞれの参加目的に応じて各々が
何かできないかを考えたり感じたりする機会と
なった。

認知症やその家族を支援したいと
いう方、認知症に関して知識を増
やしたいという方、家族がまさに
認知症で情報を得たいという方、
情報を発信したいという方など参
加の動機は人それぞれでしたが、
「介護の話を聴いて心を打たれ
た」「いい情報が得られた」など
参加者同士が対話を通してつなが
りが持てていました。

⺠生委員・児童委員とケアマネ
ジャーの連携には、個人情報保護
法の壁だけでなく、連携の基本で
ある相手への配慮の有無が影響し
ていることが分かった。利用者一
人一人の地域自立生活の支援の充
実に向け、本取り組みは特に丁寧
に行い、継続が必須と考えます。

錦
城
校
区
全
体

⺠生委員・児童委員と
介護支援専門員の交流
会を実施した。

10月8日（火）にウィズあかし
で開催し、「個人情報保護法の
取扱いの基本ルール」をテーマ
に、⺠生委児童委員、ケアマネ
ジャーが講義を受けた。参加者
は、⺠生委員・児童委員10人、
ケアマネジャー14人だった。

○所属法人の方針で担当する要介護（支援）者
の情報を⺠生委員・児童委員等と共有しない事
業所があることが確認された。また、その方針
を⺠生委員・児童委員と共有するケアマネ
ジャーがいることが明らかとなった。
○委嘱後間がない⺠生委員・児童委員は、ケア
マネジャーとの連携の機会がなく、また相談等
がないと独居高齢者等に関わるきっかけがない
実情だとの意見があった。

⺠生委員・児童委員
とケアマネジャーと
の連携がすすむ。

セ
ン
タ
ー
全
域

錦
城
校
区
全
体

認
知
症
に
つ
い
て

何
か
で
き
な
い
会

まちなかゾーン会議で
抽出された地域課題の
一つである「将来介護
を担う働く世代の認知
症理解を深める」た
め、働く世代が参加し
やすい休日に「認知症
について何かできない
かい」を開催した。

認知症について様々
な世代と興味がある
方が気軽に参加でき
る。

・センター圏域に居
住・勤務するキャラ
バンメイトが増え
る。
・オレンジサポー
ター養成講座につい
て、キャラバンメイ
トと一緒に企業等に
アプローチし開催で
きる。

・センター圏域に居
住・勤務するキャラバ
ンメイト候補者に、
キャラバンメイト養成
研修について案内し、
参加につなげる。
・キャラバンメイト同
士の情報交換や情報提
供の場として、キャラ
バンメイトミーティン
グを年2回開催する。
・企業や介護・医療関
係機関等へオレンジサ
ポーター養成講座開催
のアプローチをする。

個人や団体に参加の働
きかけをする。

センター圏域外に居住または勤務
するキャラバンメイトと共に活動
する現状が続いている。オレンジ
サポーター養成講座の依頼は企業
からが多く、商業地区ならではの
特徴が明らかとなった。地域住⺠
は認知症予防に関する意識が高
く、見守りの目を更に増やす土壌
づくりは始まったばかり。地域特
性を生かし、企業等へのオレンジ
サポーター養成講座をキャラバン
メイトと共に進めていきたい。

継続的な意見交換会、
交流会を行う。今年
度、⺠生委員・児童委
員とケアマネジャーの
交流会にて個人情報に
ついて学びを深めた
が、その学びを活かせ
た好事例を発表し、お
互いの役割の理解を深
める。

つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・キャラバンメイト
ミーティングを年2回
開催し、キャラバンメ
イトと共にオレンジサ
ポーター養成講座の企
画を考えた。
6月：オレンジサポー
ター養成講座の開催先
として、兵庫ヤクルト
の提案がある。
12月：実施したオレ
ンジサポーター養成講
座の振り返りと意見交
換を行った。

・オレンジサポーター養成講座を6
回実施した。
①10/1  兵庫ヤクルト時のまちス
テーション
②10/17 林コミセンのサロン
③11/13 日新信用金庫
④2/20 損保ジャパン
⑤2/26 錦城地区いきいき教室
⑥2/27 損保ジャパン
・①についてはキャラバンメイト
ミーティングにてオレンジサポー
ター養成講座を受けてほしいと意見
があったためアプローチした結果、
兵庫ヤクルトからも受講希望があ
り、ヤクルトレディの再受講につな
がった。また、開催前に行った事前
アンケートの回収率が100%という
結果が高評価された。

・キャラバンメイトが「認知症について知ってほし
い」と考えるアプローチ先として、企業や学校、住⺠
など多岐にわたることがわかった。
・キャラバンメイトミーティングの参加者は10名程
で固定の方が来られ、メイト同士の繋がりの場にも
なった。
・兵庫ヤクルトは既にオレンジサポーター養成講座を
受講済みであったが、事前アンケートを通して「当事
者への対応方法が知りたい」「家族がどこへ相談した
らよいか知りたい」といった2回目開催のニーズが確
認できた。
・キャラバンメイトの学習意欲が高いことが確認でき
た。
・キャラバンメイトミーティングの参加者のうち、セ
ンター圏域に居住・勤務するキャラバンメイトは数人
のみであることが確認できた。

支
援
者
同
士
の

繋
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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衣川中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
対象 プロジェクト

名、課題№
やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できたか？達成状況） やってみてわかったこと、残った問題②
更にそのその先に最終的にこ
うなってほしい（展望、最終
目標）③

来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

認知症 拡充

生活支援体制整備

包括的継続的 拡充

認知症 拡充

権利擁護

一般介護予防

①認知症の方やその家族
の支援等の地域課題解決
に向けた取り組みの優先
度が高まるよう、認知症
の方やその家族の生活の
実情について住⺠や団体
等と情報共有する。
②中学校区全域で⺠生委
員・児童委員と介護支援
専門員との交流会を継続
して実施する。

①一年を通して、地域で
は各種催しが行われてお
り、それらの担い手のほ
とんどが他の役も兼ねて
おられ、非常に忙しくさ
れています。新たな取り
組みではなく既存の取り
組みに寄せていただける
よう、住⺠への働きかけ
は丁寧に行えればと思い
ます。
②お会いする度に話しや
すい空気になるとの意見
を得、続ける意味が見い
出せたと思います。住⺠
の地域自立生活支援にお
いて連携は欠かせないの
で継続していければと思
います。

南
王
子
地
区

安
心
感
育
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一人暮らし高齢者等の備え
として、すこやかサロンに
おいて以下の情報提供を行
う。
・もしものときの備えシー
ト
・終の棲家について考える
・救急れんらくばん
・整形疾患（骨折予防・下
肢筋力維持向上）に関する
基礎知識
・認知症（予防・対応）に
関する基礎知識 ほか

年間テーマを「どうする備え」とし、以下の内容で
すこやかサロンを実施した。
「高齢者虐待防止に向けてみんなでできる備え」
「介護保険制度を上手に活用する備え」「避けられ
ない自然災害〜今からでも遅くない！モノと人の備
え」「40〜50代から始める健康管理」「正しい救
急要請と、普段からの備え」「家族の変化を早期発
見！遠方の家族の介護の備え」「ヒートショックを
予防する備え」「終の棲家の備え」「葬儀の備えと
人生会議」「好きな物をいつまでもおいしく食べる
備え」「骨折を予防し、下肢筋力を維持向上する備
え」結果、人生会議を盛り込んだ「葬儀の備えと人
生会議」の参加が一番多く、『子どもとの話し合い
が必要だと思った』『これから先の人生を大切に生
きたいと思った』と感想が得られた。

主催するまちなかゾーン会議において、
以下の意見があった。
・サロンへの参加が難しい障がい者へ
は、情報がいきわたりにくいのではない
か
・すこやかサロンのテーマ等に興味や関
心がない人が、思わず手に取るようなチ
ラシをつくるなどの工夫が必要ではない
か。
・参加者の住まいを受付表にて確認した
結果、中学校区全体から満遍なく参加さ
れていることが分かった。

高齢者に加え、情報が得
にくい障がいのある方に
も情報が行き渡る。
今まで参加されなかった
人が参加する。

・すこやかサロンで提供
された情報を障害事業所
等に提供する。
・すこやかサロンのチラ
シにパズル等を盛り込
み、テーマに興味のない
人が手にするような工夫
をする。
・対象地区を開催場所の
小学校区にこだわらず、
中学校区へと広めること
とする。

ほぼ毎月開催するすこや
かサロンの会場である衣
川コミセンは、市⺠講座
を定期開催するなど学習
の場として住⺠に定着し
ていますので中学校区全
域をターゲットにするこ
とは自然な方向だと思い
ます。また、参加しにく
い障害者等へゾーン会議
として情報提供すること
は支え合いの推進という
点で非常に大事な視点だ
と思います。

王
子
小
学
校
区

お
互
い
様
と
い
う
声
が
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①個人向けオレンジサポー
ター養成講座を実施する。
②⺠生委員・児童委員と介
護支援専門員との交流会を
実施する。

①オレンジサポーター養成講座の実施について以下
の団体等に働きかけを行った。
・認知症カフェに参加する連合自治会
・まちづくり協議会
・校区の⺠生委員・児童委員
結果、オレンジサポーター養成講座の実施には至ら
なかったが、次年度の連合自治会内での開催につい
て検討していただくこととなった。
②7月4日（木）に衣川コミセンで開催、「個人情
報保護法の取扱いの基本ルール」をテーマに、⺠生
委児童委員、ケアマネジャーが講義を受けた。参加
者は、⺠生委員・児童委員13人、ケアマネジャー
12人だった。参加者アンケート（回答率100％）
で、互いに「今後は円滑な連携のために、連絡しよ
うと思う気持ちが高まった」にほぼ全員が「そう思
う」「強くそう思う」と回答した。

①連合自治会、まちづくり協議会、⺠生
委員・児童委員いずれもが他の役割を兼
務されており協議事項も多く、取り組み
の優先度としては高くない現状があっ
た。
②⺠生委員・児童委員からは「困り事や
意見を出すことで役割に対する理解が進
んだ。情報の共有が大事だ。」ケアマネ
ジャーからは「⺠生委員・児童委員さん
とお会いする度に話しやすい空気になる
ので、定期的にこういった場が必要
だ。」との声を得られた。また、「独居
の方の場合は⺠生委員との連携を認識し
ているが、２人以上の高齢者世帯の場合
は台帳等もなく連携していない現状だ。
連携に向けてルールやマニュアルがある
とよいのではないか。」といった意見も
得られた。

①どの小学校区において
も認知症への理解が住⺠
に広がり、認知症があっ
ても地域活動や趣味に安
心して参加できる。生活
への困りごと等が出てき
た際に住⺠同⼠の支援や
支援機関との繋がりをも
ち、安心して暮らすこと
ができる。
②中学校区全域で「高齢
者等の地域自立生活」に
向けて⺠生委員・児童委
員と介護支援専門員が手
を携えられる。
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衣川中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
生活支援体制整備 継続

総合相談

認知症 継続

・引き続きセンターチラ
シを用いて役割を説明す
る。
・その際、センターに寄
せられる相談等から得ら
れた地域の実情等の情報
を用いるなど工夫する。

まちづくり協議会やサロ
ン等でセンターの役割機
能等の説明を行いまし
た。また、集合住宅では
コロナ以前の参加人数に
戻らない現状が明らかに
なり。とくに消費者被害
に関しては自分ごととし
て捉えられない住⺠がお
られました。役員等の入
れ替わりもあるため、引
き続きセンターの役割機
能等について周知啓発を
行います。

セ
ン
タ
ー
全
域

つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・キャラバンメイトミー
ティングを年2回開催し、
キャラバンメイトと共にオ
レンジサポーター養成講座
の企画を考えた。
6月：オレンジサポーター
養成講座の開催先として、
兵庫ヤクルトの提案があ
る。
12月：実施したオレンジ
サポーター養成講座の振り
返りと意見交換を行った。

・オレンジサポーター養成講座を6回実施した。
①10/1  兵庫ヤクルト時のまちステーション
②10/17 林コミセンのサロン
③11/13 日新信用金庫
④2/20 損保ジャパン
⑤2/26 錦城地区いきいき教室
⑥2/27 損保ジャパン
・①についてはキャラバンメイトミーティングにてオレ
ンジサポーター養成講座を受けてほしいと意見があった
ためアプローチした結果、兵庫ヤクルトからも受講希望
があり、ヤクルトレディの再受講につながった。また、
開催前に行った事前アンケートの回収率が100%という
結果が高評価された。

・キャラバンメイトが「認知症について
知ってほしい」と考えるアプローチ先とし
て、企業や学校、住⺠など多岐にわたるこ
とがわかった。
・キャラバンメイトミーティングの参加者
は10名程で固定の方が来られ、メイト同⼠
の繋がりの場にもなった。
・兵庫ヤクルトは既にオレンジサポーター
養成講座を受講済みであったが、事前アン
ケートを通して「当事者への対応方法が知
りたい」「家族がどこへ相談したらよいか
知りたい」といった2回目開催のニーズが確
認できた。
・キャラバンメイトの学習意欲が高いこと
が確認できた。
・キャラバンメイトミーティングの参加者
のうち、センター圏域に居住・勤務する
キャラバンメイトは数人のみであることが
確認できた。

・センター圏域に居住・
勤務するキャラバンメイ
トが増える。
・オレンジサポーター養
成講座について、キャラ
バンメイトと一緒に企業
等にアプローチし開催で
きる。

・センター圏域に居住・
勤務するキャラバンメイ
ト候補者に、キャラバン
メイト養成研修について
案内し、参加につなげ
る。
・キャラバンメイト同⼠
の情報交換や情報提供の
場として、キャラバンメ
イトミーティングを年2回
開催する。
・企業や介護・医療関係
機関等へオレンジサポー
ター養成講座開催のアプ
ローチをする。

・センター圏域外に居住
または勤務するキャラバ
ンメイトと共に活動して
いる現状が続いている。
・企業からのオレンジサ
ポーター養成講座の依頼
が多く、商業地区ならで
はの特徴が明らかとなっ
た。
・地域住⺠は認知症予防
に関する意識が高く、見
守りの目を今以上に増や
す土壌づくりは始まった
ばかり。
・地域特性を生かし、企
業等へのオレンジサポー
ター養成講座をキャラバ
ンメイトと共に進めてい
きたい。

林
地
区

気
軽
に
相
談

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・まちづくり協議会の理事
会、自主グループ活動、各
サロン、高年クラブ等へ改
訂版センターチラシ等を活
用し、センターの役割機能
について説明を行う。
・サロン参加者が知る住⺠
同⼠の繋がりや、相談のし
やすさ等の地域の実情につ
いて改定版センターチラシ
等を活用して把握する。
(ヒアリング)

・まちづくり協議会、サロン等にてセンターチラシ
を配布しセンターの役割を説明した。
・集合住宅で行われている自治会活動や高年クラブ
活動にてセンターで受けた事例を交えてセンターの
役割を説明した。集合住宅内での住⺠同⼠の繋がり
について現状を伺う事ができた。

・センターの役割について説明した後、
どんな相談を受けてくれるのか今まで分
からなかったという声があった。
・コロナ以前に比べて活動参加人数が減
少し、住⺠同⼠の関りが少なくなったの
で、活動に参加していない人のことは分
からないと聞いた。また、センターで把
握している消費者被害の事例を用いて啓
発を行ったが、「自分は大丈夫」と我が
事として捉えていない方がおられた。継
続して説明をしてほしいとの依頼もあ
り、事例を通して引き続き消費者被害防
止を含め、センターの役割機能の啓発を
していく必要があると確認できた。

・困りごとを抱える住⺠
が、まちづくり協議会や
サロン等を通じて知り
合った近隣住⺠に相談を
した際に、総合支援セン
ターを紹介することがで
きる。
サロンが住⺠にとって情
報共有や相談できる場と
なる。
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野々池中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

対象
プロジェク
ト名、課題
№

やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できたか？
達成状況）

やってみてわかったこと、
残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなって
ほしい（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

医療介護
連携

継続

権利擁護

包括的継
続的

継続

生活支援
体制整備

継続
・⿃⽻地区の住⺠に対しアンケートを実施し地域の課題整
理を⾏い、地域住⺠と取り組みを検討する場を設ける。
・地域活動者、専門機関とも協働し、既存のサテライト、
健康測定会の開催方法を検討していく。

・「生活の困りごとについての相談は、地域総合支援セン
ターへ」という認識を地域住⺠に周知する。

・事例が深刻化しないよう、早期相談に繋がる。

認知症や介護が必要な方でも住みやす
い地域づくりを目指し、認知症や人生
会議などのテーマについて、幅広い世
代、特に小中学校に向けた啓蒙活動に
取り組んでくれました。また地域住⺠
と専門職の繋がりができるように、協
働できる機会や交流できる場を設ける
などの工夫も⾏いました。これらの取
り組みが、誰もが自分らしく住める地
域につながっていけばと感じていま
す。
また相談件数が多く、地域の居場所が
少ない⿃⽻地区の地区診断に取り組ん
でおり、その他の地区も含め、早期相
談、問題解決できるように、地域総合
支援センターについて知ってもらえる
ような取り組みを継続してもらえれば
と思います。

個別事例から⿃⽻地区に独居
で、様々な問題を抱えている
人の相談が多く、問題が深刻
になってから相談に至る事例
が多い。

今後も介護や認知症についての啓蒙を続けていく。

・小学校、中学校に繋がりを持つことができたため、引き続き時
間をかけて取り組みを続けていく必要がある。

・まちなかゾーン会議にて引き続き、年単位で地域住⺠に人生会
議が浸透するように、専門職、地域活動者とともに取り組みを継
続する。

get
ready
for
のの

・専門職や介護経験者・キャ
ラバンメイトが主体となり、
地域で正しい介護についての
講座を開催した。

・若い世代を含めた地域住⺠
がや介護支援専門員等の専門
職が、一緒になって人生会
議、認知症、正しい介護に触
れる機会を作った。

・サロンや健康教室にて介護に関
する講話を7回実施。
講師として専門職と協働した。
参加者は家族に介護が必要な人が
多く、これから必要な人の参加は
少なかった。

・ゾーン会議で人生会議をテーマ
にあげることで、定例会議や耳よ
り講座でもしばなカードを用いて
参加者が人生会議を実践できる機
会を作り、人生会議についての理
解を深めることができた。
・⿃⽻小学校でオレンジサポー
ター養成講座を開催した。野々池
中学校にオレンジサポーター養成
講座の開催を打診した。
・⿃⽻小学校で９月、１２月に福
祉用具体験会を実施し、福祉用具
サービス事業所と協働し、小学生
が介護について触れる機会を作れ
た。

・まだ必要ではない介護についてのイ
メージがしにくい。

・人生会議というテーマが漠然として
おり、機会が無ければ誰もが身近な問
題として捉えにくい。
・小中学生のうちから高齢者、認知症
に対して理解が進むような働きかけが
必要であり、保護者（現役世代）につ
いても福祉や人生会議について知る機
会を増やす必要がある。

・地域住⺠が介護についての正し
い情報を知る専門機関と連携を取
りながら、認知症高齢者も地域住
⺠も自分らしく生活ができる。

・専門職と地域住⺠が一緒になっ
て人生会議の実施に取り組む。
・小中学生およびその保護者世代
に対し認知症理解が進み相談に繋
がりやすい地域になる。

・⿃⽻地区で活動者が不在
となり、居場所が減ってい
るという現状がある。また
個別事例、総合相談より⿃
⽻地区の傾向を毎月の評価
会議で把握した。

問題を抱える当事者が、早期に
相談ができない。孤立している
ため、周囲も本人の状況を把握
いにくい。

・地域総合支援センターが困
りごとの相談窓口であること
を知り、誰もが安心して生活
ができる。

・地域総合支援センターと地
域住⺠とで地域課題に対する
取り組みが検討できる。
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望海中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

対象 プロジェクト
名、課題№

やったこと、実績
、計画した課題①

当てはまる事業
評価（目標を達成できた
か？達成状況）

やってみてわかったこと、
残った問題②

更にそのその先に最終的にこう
なってほしい（展望、最終目標）
③

来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

総合相談 継続
包括的継続的
生活支援体制整備

結
ん
で
つ
な
い
で

権利擁護

継続

継続

まちなかゾーン会議の取り組みである
「みんなの広場」で地域課題を住⺠と
検討し、劇で表現しました。その過程
で地域総合支援センターと住⺠が感じ
る地域課題に違いがある事が分かり、
個別事例だけでなく、住⺠の声を含め
た、広い視野から地域課題を検討する
ことの大切さを感じました。
また多くの住⺠に地域総合支援セン
ターの役割が伝わるように、カレン
ダーや広報紙を利用した啓蒙活動を継
続することで、早期相談に繋がり、個
別事例の重症化を防ぐことができれば
と思います。

地域課題を検討する場
としてのゾーン会議の
ありかたをメンバーと
考える

福祉の相談先としての
周知を継続する。

広報誌のサイズや伝え
る内容など検討し内容
の充実を図る。

望
海

貴崎校区でみんなのひろばを展
開し、地域住⺠と地域課題につ
いて考える機会を持った。個別
事例からでた８０５０問題を考
える取り組みを試みた。

・カレンダーを地域の企業や商
店にも配布した。

・広報紙で地域総合センター業
務の周知を強化した。

みんなの広場を11月23日に
開催した。11回の座談会で
住⺠と課題について話し合
い、8050問題についての個
別相談が多いと情報提供し
た。

カレンダーを11月に作成し
12月中に374枚配布。カレ
ンダー配布により顔と顔を
あわせ、相談しやすい関係
づくり・地域総合支援セン
ターの役割周知を行った。

7月の広報誌に地域総合支援
センターの役割を詳しく掲
載、広報誌を自治会等地域
住⺠に配布しセンターの役
割を知っていただく機会と
なった。１月にも広報誌を
配布し権利擁護について紹
介を行った。

8050問題について個別相談
が多いことを共有したが、
住⺠が感じる地域課題は少
子化・空き家問題に関する
課題への関心が高かった。

カレンダーに地域総合支援
センターの連絡先が記載さ
れていることで、相談先が
分かりやすいとの声があっ
た。また銀行等にも地域総
合支援センターの連絡先が
分かり、相談しやすくなっ
た。

地域総合支援センターの役
割を知る機会となるよう
に、役割について詳しく掲
載したが、広報誌はA４片面
サイズのため掲載スペース
が小さく、情報を確認しに
くかった。

継続的に地域課題を検討す
る場がある。

福祉に関する困りごとなど
あったときに相談先が分か
る。

住⺠が地域総合支援セン
ターの役割や地域活動につ
いて知ることができる。
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望海中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

医療介護連携 継続

認知症

包括的継続的

継続

人生会議や認知症など広く周知するた
めに、専門職にも協力を仰いだり現役
世代が参加しやすい工夫をした結果、
現役世代の中にも認知症に関心がある
住⺠がいる事が分かりました。また人
生会議を広めるために、まずは介護支
援専門員等の専門職が利用者に対し人
生会議の聞き取りができ、結果もしも
の時の備えシート等の紹介や利用促進
が進み、住⺠自⾝が様々な「備え」が
自らできるように、取り組みを続けて
いきたいと思います。

・住⺠及び専門職に継
続して人生会議の周知
を行う。

・オレンジサポーター
養成講座の開催や、認
知症に関する情報発信
を地域で行う。
・認知症の理解が深ま
り、自分らしく生活で
きる地域になるよう、
キャラバンメイトとの
協力体制を整える。

予
望
海
護

・人生会議の内容を形に残し、
家族や支援者と共有することに
ついて、研修・交流会等で啓発
した。

・現役世代、子供世代にオレン
ジサポーター養成講座が開催で
きるように、キャラバンメイト
と協力して働きかけた。

・12月と2月でまちなか
ゾーン会議主催のまちかど
健康教室４か所で人生会議
に関する講話を開催し、75
名の住⺠が参加した。
・居宅支援事業所への巡回
で、もしもの時の備えシー
トについて紹介した。
・地域の講話で人生会議と
もしものときの備えシート
を紹介した。

・7月に花園小学校で４年生
77名と教師2名を対象にオ
レンジサポーター養成講座
を開催した。
・土曜日に2回オレンジサ
ポーター養成講座を開催
し、現役世代への参加を呼
びかけた。
・17人のキャラバンメイト
に声をかけ、講師等で11人
の参加があった。

【専門職】人生会議は大切
な話題だが、話しにくさが
あったり、タイミングが難
しい。
【住⺠】健康教室や地域の
講座等に参加する住⺠は人
生会議について情報を得る
ことができるが、参加でき
ない住⺠は人生会議につい
て触れる機会が少ない。

・オレンジサポーター養成
講座の開催により、キャラ
バンメイトの活躍の場は
あったが、キャラバンメイ
ト同士の情報交換の機会は
なかった。
・土曜日の開催は、現役世
代の参加率が高く、関心が
高いことが分かった。

・専門職が人生会議を実践
し、住⺠が人生会議に触れ
る機会が増える。

・住⺠が自分事として人生
会議をとらえることができ
る。

・若い世代が認知症につい
て学ぶ機会が増える。
・住⺠の認知症について理
解が深まり、認知症になっ
ても自分の望む暮らしがで
きるとともに、認知症に優
しい地域になる。
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望海中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

一般介護予防 その他

生活支援体制整備

中止

新たな担い手の発掘のために、健康教
室の開催においてまちなかゾーン会議
のメンバーと協働できました。若い世
代の担い手も発掘するために、2次元
コードの活用等も検討しましたが、住
⺠が必要としている情報の把握や、
ホームページの調整は1中学校区のみ
では取り組めず実現には至りませんで
した。今後も広報紙の発行等を通じて
地域総合支援センターの活動の発信は
継続していけたらと思います。

・健康教室のニーズを
把握する。
・地域の専門職と住⺠
をつなぐ。

ホームページやSNSを
用いた情報提供を求め
る声があるが、望海地
区のみで判断・継続す
ることは難しい。次年
度改めて広報について
検討していく。

・地域で活躍できる人が増
えて、居場所や活躍の場が
増える
・住⺠が地域の資源情報を
わかり、それを生活に活用
できる。

住⺠がほしい情報が得られ
る。

ニ
ナ
ゾ
ー

・健康教室の講師や調整役にボ
ランティアの協力を募った。

・2次元コードをチラシや広報
誌、カレンダーに用い、住⺠に
対し明石市社会福祉協議会や地
域総合支援センターの周知を
図った。

・ゾーンメンバーと協働
し、防災・フレイル・介護
保険のテーマで健康教室を3
か所で開催した。
・まちなかゾーン会議で、
メンバーと協議し、マッチ
ングできる講師やテーマに
ついて意見集約できた。

・カレンダーや冬の広報誌
を用いてセンターの役割等
を情報提供した。
・２次元コードの活用を検
討したが、連動させる情報
を精査できず未実施となっ
た。

・まちなかゾーン会議のメ
ンバーになっている専門職
の活躍の場が少なかった。
・住⺠は役割が重複してい
る方も多く、調整役を担う
のは難しい。
・講師やテーマの調整につ
いて、得たい情報とすり合
わせる必要がある。

・文字による情報の多い広
報誌では、情報が伝わりづ
らい。
・コードを読み取った先の
情報が住⺠へ伝わりやすい
ように整理されていない。
そのため2次元コードの活用
に至らず、1つのセンターの
みでは対応できないことが
分かった。
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江井島中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

対象 プロジェクト
名、課題№

やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できた
か？達成状況）

やってみてわかったこと、
残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなって
ほしい（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

医療介護 継続
権利擁護
包括的継続的

一般介護予防

認知症
地域ケア会議

生活支援
体制整備
総合相談

今後もSOS声かけ訓練を行った
方がいいかというアンケートの
質問に対し、約９割の方の賛同
が得られた。

認知症⾼齢者役を地域住⺠が担
う際、顔見知り同士で訓練をす
る場合はやりにくさがあった等
の意見があり組み合わせの配慮
が必要である事がわかった。
また、より多くの方に認知症の
理解を普及する為には、地域資
源である福祉事業所や⺠間企業
の協力も不可欠であることがわ
かった。

参加者の多くは、自身の認知症
予防や家族が認知症になった場
合の対応の仕方を知りたいとい
う理由で参加された。
支援が必要な方へ声掛けや見守
り等の必要性を知ってもらうた
めには継続した認知症理解の啓
発が必要であると感じた。

・認知症の理解や正しい対
応の仕方が周知され、必要
な方への見守りが行えるこ
とにより、認知症になって
も住みなれた地域で生活で
きる。
・オレンジサポーターやシ
ルバーサポーター等の養成
講座の受講者が増加し、サ
ロンで認知症の方への対応
ができるサポーターが増
え、地域の様々な活動の担
い手として参加する。

認知症勉強会とSOS声かけ訓練が
両輪として行われることで、参加
者の認知症の理解や正しい対応の
仕方が周知されました。また訓練
終了後参加者のかたが「これから
できること」をテーマとして話し
合うことで、参加者の新たな行動
変容につながったと考えます。次
年度は福祉事業所や企業も参加を
促し、地域全体の認知症のかたに
対する見守りの目が増え、認知症
になっても住み慣れた江井島で暮
らせる方が増えるよう継続した働
きかけをお願いします。

認知症勉強会、SOS
声掛け訓練を実施す
る。

より多くの方に認知
症の理解が普及でき
るよう、今年度聞き
取りを行った福祉事
業所や企業等にも参
加を促す。

江
井
島
全
域

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
よ
う

・小学校区南部の自治会等に
働きかけ、認知症勉強会、
SOS声かけ訓練を実施する。
・人権教育推進員と連携し、
自治会等に向けて、オレンジ
サポーター養成講座の開催を
促す。

認知症勉強会とSOS声かけ訓
練を実施することで、⻄江井
自治会の住⺠に向けて認知症
の理解と正しい対応の仕方を
周知することができた。
訓練後に実施したアンケート
の結果、前年度より「お住ま
いの地域の中で認知症などき
になる人がいる」と回答した
方が２倍に増えており、必要
な方への見守り意識の向上に
繋がった。
勉強会等に参加した方が地域
の様々な活動の担い手として
参加する機会の創出に繋がっ
た。

人権教育推進員と連携し、東
江井⾼年クラブで２月に勉強
会を行った。当初はオレンジ
サポーター養成講座行う予定
だったが、地域住⺠と打ち合
わせの結果、11名の参加者に
アドバンス・ケア・プランニ
ング（ACP)について伝えるこ
とが出来た。
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江井島中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

対象 プロジェクト
名、課題№

やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できた
か？達成状況）

やってみてわかったこと、
残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなって
ほしい（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

総合相談 継続
医療介護連携

権利擁護
包括的継続的

一般介護予防

認知症
地域ケア会議

生活支援
体制整備

介護保険や人生会議等講義
の参加者から「介護保険を
利用する場合、どういう状
態になったら相談したらい
いのかがわからない。」と
いう声が多く上がったこと
から、事例をもとに説明す
る必要性を感じた。

聴き取り調査を行った⺠間
企業からおおくぼ総合支援
センターへの相談はなかっ
た。

調査したうちの80％以上の
福祉事業所は地域貢献に関
心があるが行えていない。

⺠間企業にとっての困りごとを
しっかりと捉えることで、地域住
⺠の課題が明確になります。更に
⺠間企業と連携を図ることで、課
題への早期対応が可能になりま
す。⺠間企業に対しては、福祉の
考えの押し付けにならないように
わかりやすい説明を心がけてくだ
さい。

⺠間企業、福祉サービス事
業所から福祉に関する相談
がセンターに入るようにな
り、早期発見・早期対応が
できるようになる。

昨年度の⺠間企業14
か所、福祉サービス
事業所6か所に対し
ておこなった聞き取
り調査の結果を集約
して分析する。
分析した結果をもと
に、⺠間企業、福祉
サービス事業所へ結
果をお返しする。

江
井
島
全
域

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
支
援
の
わ

・令和5年度、江井ヶ島総合
市場で実施していた出前講座
を、地区社会福祉協議会等が
実施するフレイル予防研修会
時やサロン、⾼年クラブ、自
治会等の団体へ対して行って
いく。
・⺠間企業とは対応の困難な
事例、サービス事業所とは地
域課題の共有を図り、必要な
連携の在り方を検討する。

令和６年度に介護保険や
アドバンス・ケア・プラ
ンニング（ACP）などに
ついて計7回の講話を開
催し、合計102名が参加
した。

12月から2月にかけて、
⺠間企業14か所、サービ
ス事業所6か所を訪問し
聞き取り調査を行うこと
で、困りごとの相談先が
センターであると伝え
た。
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大久保中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

対象 プロジェクト
名、課題№

やったこと、実績
、計画した課題①

当てはまる事業 評価（目標を達成できたか？達成状況）
やってみてわかったこと、
残った問題②

更にそのその先に最終的にこうなっ
てほしい（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

生活支援体制
整備

終結

総合相談

権利擁護

医療介護連携

包括的継続的

一般介護予防

生活支援体制整備 終結

地域ケア会議

総合相談

権利擁護

医療介護連携

包括的継続的

認知症

一般介護予防

認知症の方が地域の中で自
然に見守れらながら、安心
して買い物などが出来る地
域になる。

商業施設や金融機
関、医院などそれぞ
れの機関との関係作
りは継続しながら、
次年度は認知症に関
わる警察からの相談
が多い地域にむけ、
認知症の正しい理解
を広めていく。

地域活動や地域資源、
フォーマルサービスと
の連携を丁寧に行って
いくことで、相談件数
の増加につながりまし
た。また普段の活動を
通した住⺠同⼠のつな
がりや健康への意識の
高さが確認できまし
た。

大型商業施設へ働きか
ける中で商業施設内で
も検討され、各店舗で
のオレンジのディスプ
レイを基調に認知症啓
発チラシを設置するな
ど、これまでとは違っ
た手法で多くのかたに
啓発することができま
した。

大
久
保
南
地
区

藤
が
丘
地
区

気
軽
に
相
談
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現在関わっている地域活動や
地域資源、フォーマルサービ
スとの連携を密に行い、地域
の情報を収集する。また、セ
ンター主催の行事を通して、
センターが公的な相談窓口で
あるとの周知を地域住⺠に広
く行っていく

・7⽉に⺠生児童委員協議会にて藤が丘地区での⺠生委員・児童委員との連携
事例について紹介を行った。
・9⽉に藤が丘地区の見守りに関する会議へ参加し、地域の課題についての聞
き取りと、センターの役割について周知・啓発を行った。
・12⽉に藤が丘地区にある地域活動(藤江カフェ・オアシス・藤が丘丘公⺠館)
へ身近な相談窓口として周知するためにカレンダーの配布を行った。
・2⽉に藤が丘公⺠館で行われているサークルフェスタに参加。健康増進に向
けたそれぞれの活動への取り組みについて聞き取りを行った。
・2⽉にまちなかゾーン健康教室の取り組みとして住⺠へフレイル予防講座を
行い、52人の参加があった。普段からの健康意識の高さがうかがえた。
・⺠生委員・児童委員からの相談が昨年5件から今年度10件に増加した。

・地域の高齢化率が高いこ
ともあり、要介護状態に
なった場合や、一人暮らし
になった場合の不安につい
て、地域として関心が高
い。
・フレイル予防講座では住
⺠同⼠の誘い合いや口コミ
等を通じてたくさんの参加
者があり、普段の活動を通
した住⺠同⼠のつながりや
健康意識の高さがあると感
じた。

認知症や要介護状態になっ
たとしても、地域で声をか
け、支え合いながら、本人
が望む社会参加をし続ける
ことが出来る。
現在の活動が地域で継続し
てあることにより、外出の
場やつながりができる場が
身近にあり健康維持増進の
活動が継続していく。

⺠生委員・児童委員
からの相談件数の増
加、健康維持増進の
活動を通して住⺠同
⼠のつながりが確認
できたため、このプ
ロジェクトについて
は終結とする。

・自治会、まちづくり協議会
などに認知症の正しい理解を
広める活動をする。
商業施設や金融機関、医院な
どが多い地域のため、それぞ
れの機関と連携が取れるよう
な関係作りを継続的に進め
る。
・まちなかゾーン会議での検
討を通して、地域の団体等と
防災について一緒に検討でき
る関係性の構築、及び小地域
で多世代交流やつながりづく
りを目的とした取組を行う。
若い世代を含めた地域住⺠全
体に認知症の理解を深める。

・オレンジサポーター養成講座を実施（6⽉に大久保小学校、9⽉に看護学
校）看護学生向けに継続してオレンジサポーター養成講座を開催。受講した学
生の中には、オレンジリングを鞄に付け通学している様子も見られるように
なっている。
・大久保南地区内の大型商業施設に働きかけ、9⽉の認知症啓発⽉間に合わ
せ、相談会を実施した。
・9⽉に新規開設した医療機関へ訪問し、認知症事業の啓発を実施した。
・10⽉に郵便局・ローソンに訪問を行い、企業向けオレサポの開催に向けた
案内を行った。
・2⽉にまちなかゾーン大久保南地区の取り組みとして、まち協防災訓練に
て、地域住⺠に向け災害時の備えや必要に応じた避難品等のパネル展⽰を行っ
た。また、子ども・女性・高齢者それぞれに備えた必要品のリストを作成し、
配布を行った。防災訓練に子どもから高齢の方まで様々な世代の方の１０８名
参加があり、幅広い世代に向けた周知と、交流の場につながった。

・9⽉が認知症の啓発⽉間に
なっている事や、市域で取
り組んでいる認知症施策に
ついて、企業への働きかけ
は継続が必要。
・企業内でも認知症の方が
買物の途中で家族とはぐ
れ、スタッフが館内放送で
対応したり、探す支援を
行っている事について、話
を聞くことが出来た。安心
して地域で買物などが行え
るよう、オレンジサポー
ター協力事業所を増やす必
要がある。
・社会資源等の情報につい
て住⺠の関心の高さが見受
けられた。
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高丘中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
対象 プロジェクト

名、課題№
やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できたか？
達成状況）

やってみてわかったこ
と、残った問題②

更にそのその先に最終的に
こうなってほしい（展望、

来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

終結

生活支援
体制整備

終結

地域ケア
会議

継続

・「５年後の山手台・緑が丘にとっ
て住みやすい街づくりを考える会
（つながる街づくりの会）」を、第
２回（８⽉）に加え、住⺠の要望か
ら第３回（２⽉）も開催できた。第
３回は企画段階から住⺠の有志を募
り、この会のねらいは「多様な情
報、知恵、想いの共有」だという共
通認識を持って、有志と協働で運営
できた。自治会がない山手台４丁目
の住⺠など新たな参加者も増えた。

・⾼丘⻄校区まちづくり協議会で
は、役員の世代交代もあり大変な状
況もあったが、「おさんぽマーチ」
の活動を通したつながりから「三世
代交流会」という既存の地域交流行
事に新たな試み（囲碁ボールやボッ
チャ）を取り入れてもらうことで、
協働した地域づくりができた。ま
た、新規の取り組みとして「七夕ま
つり」が開催され、若い世代の住⺠
も有志で運営に参加していた。セン
ターも企画から関わり、住⺠組織と
の協働により、地域で多世代がつな
がる機会を創出できた。

・「おさんぽマーチ」を⾼丘⻄⼩学
校コミセンや山手台県営住宅集会所
など３か所で計４回開催し、フレイ
ル予防をさらに広めることができ
た。山手台では、令和５年度に引き
続き県営住宅の集会所を活用したこ
とで、普段あまり接点のない県営住
宅と周辺の⼾建ての住⺠の交流につ
ながった。

・「つながる街づくりの
会」はセンターが中心と
なって運営してきたが、今
後は住⺠主体の運営に移行
していくことが必要。

・⾼丘⻄校区まちづくり協
議会では、役員の世代交代
や新しい実践など、試行錯
誤の状況だった。これらの
改革がよりよい地域づくり
に結びつくよう、今後も協
力が必要。

・まちなかゾーン会議主催
で⼩地域活動を実施してき
たが、令和６年度に⾼丘地
区でフレイルサポーターが
養成されたので、今後は⾼
丘⻄⼩学校区のフレイルサ
ポーターが⼩地域活動を主
体的に実施できるよう、後
方支援していくことが必
要。

・山手台と緑が丘の住⺠が
主体的に「つながる街づく
りの会」を運営できるよう
になる。そして住⺠同⼠が
情報や知恵、想いを共有
し、この会でのつながりか
ら新たな地域活動に発展す
る。

・地域の⼩さなつながりか
ら⾼丘⻄校区全体での多世
代交流へと広がっていく。

・地域での⼩さなつながり
から多世代交流や助け合い
のネットワークへと広がっ
ていく。

山手台・緑が丘地区は、日常生活
圏域が同じでありながら、中学校
区が違うことで、互いの関わりが
少ない地区でした。両地区の有志
の参加者により「多様な情報、知
恵、想いの共有」の場が創られて
います。また共有によってサロン
や⾼年クラブ等の交流会開催の希
望が両地区ともあることがわかり
ました。今後も新たな地域活動の
発展に向け地域支援課に引き継ぎ
ました。

今後も新たな地域活動の発展に向
け地域支援課に引き継ぎました。

まちなかゾーン会議で合意形成し
た活動を今後も継続してくださ
い。

・「つながる街づく
りの会」について、
司会などの役割を住
⺠に担ってもらい、
運営支援としてサロ
ンや⾼年クラブ等の
交流会といった⼩さ
なつながりを増や
す。

・地域のキーパーソ
ンやフレイルサポー
ターと協働して、ま
ちなかゾーン会議主
催の⼩地域活動「お
さんぽマーチ」を継
続開催する。

・第2回山手台・緑が丘地域
ネットワーク会議を開催す
る。

・⾼丘⻄校区まちづくり協議
会と協働した地域づくりを行
う。

・地域のキーパーソンと協働
してまちなかゾーン会議主催
の⼩地域活動を継続する。

生活支援
体制整備

⾼
丘
⻄
⼩
学
校
区

たのしく
かつどう
にっこり
しよう
プロジェ
クト
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高丘中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 
拡充

権利擁護

認知症 終結

・「もしものときの備えシート」を出張
相談会の来所者に個別で渡したり、サロ
ン代表者や「⾼丘中学校区ボランティア
交流会」の参加者に配布して普及でき
た。

・⺠生委員・児童委員・協力員の研修会
は別のテーマで開催されたため啓発でき
なかったが、サロンや⾼年クラブにアプ
ローチしたことで、人生会議の講話を
５ヶ所で実施できた。講話の内容は「も
しものときの備えシート」を活用し、も
し自分が今、医療や介護が必要になった
らどのように暮らしたいのか、自分事と
して捉えてもらえるよう工夫したこと
で、効果的な啓発ができた。

・「呆が楽会」は役員を中心に
多くの住⺠や専門職を巻き込み
ながら、認知症カフェの安定し
た運営ができるようになり、さ
らに多世代交流の新たな取り組
みとして「ニコニコひろっぱ」
も始まったので、目標以上の達
成ができた。

・自主グループ「木曜クラブ」
として、メンバーが主体的に毎
⽉の内容を決めて楽しく活動で
きており、認知力の低下が見ら
れるメンバーにもシルバーサ
ポーターを持つメンバーがさり
げなくフォローできているの
で、目標を達成できた。

・全職種が普及に努めよう
と考えていたが、医療職と
生活支援コーディネーター
による普及がメインとなっ
た。

・介護保険サービス利用者
が、もしもの時に自分が望
む医療や介護について、介
護支援専門員としっかり話
し合うことができていな
い。

・集いの場に来られる住⺠
には啓発できたが、来られ
ない住⺠には伝えることが
できない。

・「呆が楽会」も「木曜
クラブ」も順調に運営で
きており、住⺠の主体性
の⾼さや行動力が素晴ら
しかった。

・もしもの時の備えや人生会議
について、地域のキーパーソン
や介護支援専門員の理解が進
み、積極的に普及される。

・集いの場に来られる人にも来
られない人にも普及し、住⺠誰
もが人生会議を自分事として考
えることができている。

「呆が楽会」「木曜クラブ」共に
住⺠主体の素晴らしい行動力で順
調に運営ができています。本取り
組みは終結とし、お困りの時は適
時対応していきます。

住⺠主体の活動が継
続できるよう必要な
支援を行いながら見
守っていく。

・全職種が「もしものと
きの備えシート」を普及
させる。

・まちなかゾーン会議主
催の健康教室「みちくさ
サロン」を⾼丘６・７丁
目集会所でも開催し、人
生会議も含めた内容の講
話を実施する。

「もしものときの備えシート」という
わかりやすいツールを利用すること
で、住⺠が自分事としてとらえること
ができ、効果的な啓発につながってい
ます。もしもの時の備えについて、自
分事として考える住⺠が更に増えるよ
う拡充した関わりをお願いします。

・全職種が「もしものときの備
えシート」を普及させる。

・サロンでの講話や地域のイベ
ント、ボランティア交流会等
で、人生会議の啓発を行う。

・まちなかゾーン会議主催の健
康教室「みちくさサロン」で、
「自分で選ぼう！⾼齢者施設」
というテーマの中で講話を行
う。

・「呆が楽会」の運営支援を
継続する。

・自主グループ活動の立上支
援と運営支援を実施する。

医療介護
連携

一般介護
予防

生活支援
体制整備

⾼
丘
中
学
校
区

⾼
丘
中
学
校
区

もしもの時
の備え方〜
えがおで
しゃきっと
ぴんぴん生
きよう
（ACP）〜
プロジェク

かっきあ
る
よりどこ
ろ
いきいき
ばっちり
プロジェ
クト

16



大久保北中学校区 地域支援報告書（事業報告書） 

対象 プロジェクト
名、課題№ やったこと、実績、計画した課題① 当てはま

る事業
評価（目標を達成できたか？達成状況） やってみてわかったこと、残った問題② 更にその先に最終的にこうなってほ

しい（展望、最終目標）③
来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

総合相談 終結
地域ケア会議

生活支援体制整備

一般介護予防 継続
生活支援体制整備

権利擁護 終結
医療介護連携

包括的継続的

生活支援体制整備 終結
総合相談

隣接地域である緑が丘と山手台そ
れぞれの参加者の新たな交流の
きっかけが出来ました。両地区か
ら望む声があがった多世代交流を
通した地域の活性化にむけて、地
域支援課に引き継ぎました。

・安定した運営と、センターに
連絡をくれる関係性ができてい
るので今後はサロンに3職種を
交えて訪問しながら、相談しや
すい関係を維持する。
・訪問の際には、地域の見守り
をお願いしながら、様子をみ
る。

堂
の
上

2時だよ全
員集
合！！

・集会所改修中でも活動が継続できるよう、サロン
を訪問し活動状況を把握した。
・出前講座などの協力できる事を伝えながら、地区
担当との顔合わせを行い、相談しやすい関係を作
る。
・改修後も安定して開催されている事を確認した。

・サロン関係者への聞き取りや訪問により、
集会所の改修中もサロンを開催出来ており、
安定して運営できている事が確認できた。
・サロン運営メンバーである⺠生委員と関係
構築できており、センターを快く受け入れて
くださる関係ができている。
・サロン参加者から介護保険の相談あり申請
につながるなど、センターの役割を認識して
もらうきっかけとなった。

・安定的に自主運営されており、困った
ときにセンターに連絡をくれる関係がで
きている。
・古くからの住宅が多く細い路地も多
い。土地所有者が不明瞭で悪路になって
いる箇所もあるが近所付き合いは比較的
維持されている。支援が必要な場合にセ
ンターにつながるよう周知できると良い
と思われる。

・自治会内で、センターの周知がで
き、困った時にセンターにつながる
事ができる。
・サロン参加者とセンター職員との
顔つなぎができ、サロン参加者を中
心に地域の見守りの目が育つ。

・大窪北市住は、市の住宅課が
転居に向けた案内を各⼾にされ
ており、支援が必要な場合は連
絡がもらえるため、様子をみ
る。
・大窪南市住、大久保南団地は
ボランティアや⺠生委員の見守
りがなされており、センターへ
の連絡関係ができている。引き
続き連携を保ちながら対応して
いく。

大
久
保
南
団
地
・
大
窪
南
・
北
市
住

・多世代参加による地域ネットワー
ク会議が実現し、緑が丘地区・山手
台地区のつながりができる。多世代
交流を通して地域が活性化する。
・「つながる緑が丘」が住⺠のため
に自主的に活動ができる。
・住⺠説明会で抽出した6つの地域課
題（防災、防犯、高齢化、自治会、
インフラ）について、実行しやすい
課題から取り組むことができる。

生活見守
りプロ
ジェクト

・個別の支援事例において、転居後の生活支援のた
めに必要なサービスにつないだ。
・転居後の⺠生委員・児童委員と連携をとり、何か
あれば連絡いただく事となっている。
・大窪南市住のサロンを地区担当と一緒に訪問し、
センターの周知を行った。

・大久保南団地に転居された方の支援を継続して
行っており、生活課題の解決や介護サービスの利
用につないだ。
・⺠生委員と連携を行い、気になる事があればセ
ンターに連絡をいただける関係が築けている。
・大窪南市住のサロン参加者に向けて、見守りの
必要性や、何かあれば連絡いただくよう案内し、
地区担当の顔合わせを行い関係性ができた。
・サロン代表より、介護予防に関するイベントの
依頼があり、企画している。

・大窪北市住は令和9年3月に取り壊しが
決定しているが、複合多問題世帯は転居
を望んでいないため、支援を求める声が
まだあがっていない。
・取り壊しが近くなると、支援が必要と
なる世帯が増加する可能性がある。
・大久保南団地は困窮世帯と複合多問題
を抱える世帯が多く、地域資源とつなが
りがなく抱え込んでいる世帯が多い。

・大窪北市住で退居期限内に引っ越
しが完了し、転居先で必要な資源と
つながる事ができる。
・大窪南市住で、サロン参加者や近
隣の方の見守りを通じて、支援の必
要な人が専門機関につながる。
・大久保南団地の住人にセンターの
周知ができ、困った時に直接セン
ターに連絡することができる。

身近な介護予防の集い場となるよ
うに、継続支援をお願いします。

ボランティアや⺠生委員と個別の
支援事例について連携していく中
で、支援が必要な時はセンターに
連絡をいただける関係性が構築で
きました。引き続き連携を保ちな
がら、必要な支援を行ってくださ
い。

集会所改修中も聞き取りや訪問を
継続し、安定して自主運営をされ
ていることが確認でき、サロン参
加者からの申請相談に対応するこ
とでセンターの役割を認識しても
らうことにつながりました。引き
続き相談しやすい関係の維持に努
めてください。

・住⺠が主体的に地域ネット
ワーク会議の運営に参加できる
ようサポートする。
・「つながる緑が丘」の活動を
見守りながら、必要な提案や助
言を行い、「つながる緑が丘」
が目指す街づくりをサポートす
る。

大
久
保
ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ

ダイヤハ
イツ交流
プロジェ
クト

・昨年度に前管理組合役員に集い場再開の提案を行
い、令和6年度から集会所の住人利用が再開され
た。
・令和6年6月に新役員との意見交換を行い、集い場
の再開について前向きな意向を確認でき、自治会か
らの協力も得られる事となった。
・個別対応事例などを通して住人の集い場の再開を
望む意見を集めた。
・令和7年2月に試験的にお茶会を開催し、継続的な
開催を行う事となった。

・新役員との意見交換や理事⻑との継続的な
やり取りを通して、集い場再開に向けたセン
ターの介入についても了承された。
・個別対応事例4件、⺠生委員・児童委員、
介護支援専門員から集い場再開のニーズを確
認できた。
・お茶会を⺠生委員・児童委員と協力者とと
もに試験的に開催し、11名が参加した。
・今後のお茶会開催について、参加者及び理
事⻑から継続開催の希望があった。令和7年
度の新役員への引継ぎを依頼している。

・過去に集会所利用に関して公平性を求
める声が上がった事もあり、集いの場再
開に向けて自治会も住⺠も慎重に進めて
いるところである。
・お茶会運営の役割分担については、定
まっていない。今後、⺠生委員・児童委
員と自治会とで話し合いを行う必要があ
る。
・お茶会運営を通し、マンション内の住
⺠の高齢化、自宅にこもりがちな住⺠、
子どもの登下校のマンション内の見守り
等孤立を背景とする問題があることがわ
かった。

・サロンや体操などの集い場が立ち
上がり、住⺠が介護予防に取り組む
ことができる。
・センターや⺠生委員・児童委員
が、身近な相談先として認知され、
連携することができる。
・住人同士で顔見知りの関係が増
え、高齢者や子どもの見守りができ
る。

・お茶会の中で、健康教室や講
座などを開催し、センターの周
知や介護保険についての説明を
行う。

緑
が
丘

緑が丘い
いとこ探
しプロ
ジェクト

・地域ネットワーク会議を8月と2月に開催。企画運
営を参加者と協働で行った。参加者同士がつなが
り、新しい交流の場の提案がされている。次回の会
議は令和7年6月を予定。
・自治会役員へ説明を行い、会議の目的を説明し協
力を得る事ができた。
・会議の運営や地域課題に取り組むための有志のメ
ンバー団体『つながる緑が丘』の結成をサポート。
自主的な活動に発展した。
・1月に住⺠説明会を実施し、8名の参加者から地域
課題を聞き取り、課題の整理ができた。

・会議では多世代交流を望む声が多くあがり、山
手台地区との合同ラジオ体操やサロン交流会の提
案など意見交換が盛んにおこなわれた。参加者同
士で連絡先を交換してつながる場にもなり、新た
な交流のきっかけが出来ている。
・『つながる緑が丘』のメンバーの想いや目標を
見える化し、住⺠説明会を通して広報を行った。
子育て世代の参加もあり、自治会や住⺠の理解が
少しずつ広まっている。
・住⺠説明会で得られた意見から地域課題を6つ
にまとめ、具体的な活動目標ができたことで主体
的な活動につながっている。その中の一つとして
緑が丘内の危険箇所や、子どもやお年寄りが歩き
にくい箇所を住⺠と一緒に確認する取り組みが3
月に実施予定である。

・会議や役員会、住⺠説明会でのヒアリ
ングにより、「緑が丘を良くしていきた
い」との思いを持つ方が多く自主的に動
ける方も多いことが分かった。
・『つながる緑が丘』が結成された。今
後はメンバーのそれぞれの想いをまとめ
て具体化していく力が必要となってい
る。
・『つながる緑が丘』と自治会役員や住
⺠との調整も今後必要になる。
・運転免許返納後の外出に関する不安の
声が上がっている。外出支援も今後の課
題である。
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対象 プロジェクト

名、課題№
やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できた
か？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ
た問題②

更にそのその先に最終的にこうなって
ほしい（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

継続
総合相談

生活支援体制整備

認知症

継続
認知症

生活支援体制整備

一般介護予防

権利擁護

・4月の自治会総会に
センター職員が出席
し、住⺠にセンターの

紹介を行う。

・住⺠の生活状況や
ニーズを聞き取るアン
ケート調査を実施す

る。

・住⺠座談会を開催
し、アンケート結果を
自治会員や⺠生児童委

員と共有する。

・センター広報紙や啓
発チラシを店舗に配布
することで、近隣店舗
とコミュニケーション
を図り、センターの役
割を伝えていく。

・認知症対応で困った
などの事例を相談から
拾い上げ具体的な対応
に導く。

今年度は自治会連絡会の参加や地区担
当の⺠生児童委員を交えた意⾒交換会
の機会を設けることができ、センター
としての小地域福祉活動を推進する
きっかけとなったことは成果として評
価できる。一⽅で住⺠同⼠のつなが
り、生活ニーズ、福祉課題等まで把握
するには至っていないため、継続的な
地域アプローチを試みながらセンター
として住⺠主体の支え合いの仕組みづ
くりを目指したい。

当該地区はJR魚住駅前のセンターロー
ドを起点に金融機関や様々な商業ス
ペースがあることが地域特性のひとつ
であるため、この地域の強みを生かし
た支え合いの仕組みを推進することを
再検討したい。

・自治会活動は総会と一⻫清掃
のみ。住⺠同⼠の交流機会が少
ないこと、自治会名簿を作成し
ていないことで自治会⻑自⾝も
地域住⺠を把握できていなかっ
た。

・古い住⺠はつながりがある
が、新しく造成された住宅地の
若い住⺠の地域とのつながりは
希薄であった。

・⺠生児童委員が自治会外の⽅
で、自治会⻑は地区の⺠生児童
委員を認識していなかった。

・⺠生児童委員は、⾒守りや防
災の観点からも地域のつながり
を重視しており、今後自治会と
のつながりを築きたいと考えて
いた。

・自治会⻑と⺠生児童委員がつ
ながり、普段から相談し合える
関係性にある。

・住⺠自⾝が自治会内の状況を
把握し、今後どのような地域に
したいのか将来像をイメージで
きる。

・⽇ごろから相談し合える住⺠
のネットワークがあり、必要時
には相談先としてセンターに繋
がりやすくなる。

認知症にや
さしい町づ
くりプロ
ジェクト

・圏域内の企業や店舗からオレ
ンジサポーター養成講座の候補
先を選定した。

・候補先にオレンジサポーター
養成講座を働きかけ、認知症の
顧客等で困ったことがなかった
か聞き取りを行った。

・オレンジサポーター養成講座
を実施し、正しい知識や対応、
相談窓口を周知した。

・センター周辺の企業、店
舗をリストアップし資源把
握を行ったが、センターと
関係を築けていない店舗が
多いことが判明した。

・企業、店舗への働きかけ
を行う手段として、組合等
の組織がないか、近隣で店
舗を営む⺠生児童委員から
情報収集を行った。

・リストアップした店舗を
訪問し、センターチラシを
手渡し周知活動を行った。

・地域に店舗等を記した地図が
設置されており、店舗の数や位
置関係を把握できた。

・店舗はあるものの、組合等の
店舗をつなぐ組織がないため、
働きかける場合は個々に行う必
要があった。

・センターと近隣企業、店舗に
つながりがなく、オレンジサ
ポーター養成講座の働きかけよ
り先にセンターの周知が必要で
あった。

・近隣店舗にセンターの役割周
知ができ、気になる住⺠がいた
時にセンターにつながるネット
ワークがある。

・センターが認知された後、企
業、店舗従業員を対象としたオ
レンジサポーター養成講座を開
催できる。

魚
住
東
中
学
校
区

新
々
田

新々田を知
り尽くそう
プロジェク
ト

・自治会⻑と関係を築き、自治
会の状況や地域の課題を聞き
取った。

・⺠生児童委員に一⼈暮らし台
帳登録者の状況について聞き
取った。

・現地を訪問し、居住状況等を
調査した。

・自治会⻑や⺠生児童委員とセ
ンターの周知⽅法について話し
合いを行った。

・自治会連絡会にて、自治
会⻑から自治会の活動状況
や住⺠同⼠のつながり等を
聞き取った。

・⺠生児童委員からひとり
暮らし台帳登録者や地域の
様子等を聞き取った。

・地区担当者で現地を訪問
し、自治会の場所、地形、
周辺環境、家屋の様子を観
察した。

・自治会⻑、⺠生児童委
員、地区担当者で意⾒交換
を行い、自治会⻑と⺠生児
童委員の関係づくり、地域
の課題等について意⾒交換
を行った。
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対象 プロジェクト

名、課題№
やったこと、実績
、計画した課題①

当てはま
る事業

評価（目標を達成できた
か？達成状況）

やってみてわかったこと、残っ
た問題②

更にそのその先に最終的にこうなって
ほしい（展望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

継続

生活支援体制整備

総合相談

継続
認知症

一般介護予防
錦
浦
小
学
校
区

魚
住
中
学
校
区

(

土
山

)

困りごとを
早期に相談
できる体制
づくりを目
指す

・令和5年度、令和6年度の相談
歴を情報システムから把握
・⺠生児童委員、活動代表者、
現まちづくり協議会会⻑へ地域
アプローチの目的を説明し、地
域の状況について聞き取りを
行った。
・地区担当の職員がそれぞれ土
山地区を歩き、気になる場所を
写真に収めるなどレポートを作
成し、地区で共有した。
・地域のケアマネジャーにも土
山地区を知ってもらうためにケ
アマネ連絡会で土山地区の把握
内容を報告した。

地域で認知
症の理解を
深めよう

・錦浦小学校区の認知症件数を
把握した。
・錦浦小学校から依頼があり、
4年生を対象にオレンジサポー
ター養成講座を実施した。
・⻄岡⾃治会と浜⾕⾃治会へ働
きかけ、⾃治会合同のオレンジ
サポーター養成講座を実施。講
座後に明石高専の学生の協力を
得てスマホの相談会を開催し
た。

・集いの場からの発信では
なかったが、小学校からの
依頼で学校とつながり、小
学生に認知症について知っ
てもらえた。
・⾃治会を超えたつながり
が生まれ、明石高専と⾃治
会もつながり交流ができた
と同時に認知症の理解を深
めることができた

・錦浦小学校区の認知症相談件
数は、16件(新規のみ)
・錦浦小学校でオレンジサポ−
ター養成講座を実施し、認知症
という言葉を聞いたことがある
児童が多く、今回の講座で認知
症についてのイメージができた
という児童が多かった。また祖
⽗⺟との交流がある児童が多
かった
・地域、明石高専ともにお互い
がつながりたいというニーズが
あったことが分かった
・隣同士の⾃治会であるが、今
回の講座で初めて出会う方が多
くおられた

・小学校や⾃治会内、⾃治会
を超えてネットワークを構築
し、多世代交流をしながら最
小単位(町内)の地域コミュニ
ティ推進を図る

今回の⻄岡、浜⾕⾃治
会のつながりを活か
し、今後も⾃治会内や
⾃治会を超えたつなが
り作りを広げ、ネット
ワークを構築していく

今年度は土山⾃治会への地域アプローチを試みた
が、昨年度は計画的な地域アプローチができな
かったことを踏まえて、当年度は地区職員が➀事
実を知る（歴史、地形、生活実態など）②現場で
考える（地域資源、聞き取り、課題抽出など）を
念頭にフィールドワークを行なった。あわせて生
活支援コーディネーターが更なる地域アプローチ
（⺠生委員、高年クラブ会⻑まちづくり協議会会
⻑等）を試みたことで間接的に住⺠へセンターの
存在を知ってもらえることになり成果を得たと評
価できる。

校区内の認知症の理解を深めたく取り組みを進め
るも、当初は地域アプローチの機会を得ることが
出来ず取り組みが停滞するも、小学校や⾃治会か
らオレンジサポーター養成講座開催の要請がある
など取り組みを推進する一歩となった。また⻄
岡、浜⾕の両⾃治会が協働してオレンジサポー
ター養成講座を企画し、また明石高専のボラン
ティア部も参画するなどし更なる地域ネットワー
ク構築につながった事は今後の取り組みの指針と
なったと感じる。

・昨年の相談歴を情報シス
テムから把握しキーパーソ
ンへ聞き取りを行い、セン
ター職員も地区把握に努め
たが早期にセンターへ相談
する体制作りまでは達成で
きていない。

・昨年度の相談件数、清水校区
で162件(新規のみ)内、土山⾃
治会の相談件数8件
・地域に⾃然と集まる場所があ
りそこでつながりが広がってい
た
・土山地区は、歴史あるまちで
まちの変遷が分かった
・地域に定住する外国人労働者
が増えてきていることも分かっ
た

住⺠同士のつながりを広げな
がら困りごとなどをキーパー
ソンやセンターに相談する
等、住⺠同士で解決できる体
制をつくる

今年度は、キーパーソ
ンへの聞き取りのみで
住⺠への聞き取りが行
えなかったため、住⺠
へ聞き取り調査を行
い、ニーズを把握する
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対象 プロジェクト
名、課題№

やったこと、実績
、計画した課題①

当てはまる事
業

評価（目標を達成できた
か？達成状況）

やってみてわかったこと、残った問題② 更にそのその先に最終的にこうなってほしい（展
望、最終目標）③ 来年度はこうする④ 方針 センター⻑の講評

総合相談 継続

一般介護予防

医療介護連携

権利擁護

総合相談

生活支援体制整備

認知症

生活支援体制整備 継続

認知症

(１)(２)二見北小学校区内（福里地区、市
営東二見住宅、二見ハイツ）でサテライト
相談を兼ねた健康測定会を実施し、ACP等
に関するチラシを配布し周知した。
(３)サテライト相談会は、上⻄厚生館では
毎月のおしゃべり喫茶に合わせて、阪神調
剤薬局では上半期に1回栄養相談会に合わ
せて実施した。
(４)オレンジサポーター養成講座は、二見
北子どもカフェと二見小学校4年生を対象
に講座を実施し、保護者に向けたお便りも
配布することで若い世代に対しても認知症
の正しい知識の普及に務めた。

・高齢者虐待ケースの傾向
では、R4年度、R5年度は
問題が重度化してから相談
が入ることが多かったが、
R6年度は、重度化する前の
段階での通報が増加してい
る。
・サテライト相談会での相
談件数は少なかったが、必
要に応じアウトリーチが出
来、適切に相談対応に繋
がっていた。
・子ども向けのオレンジサ
ポーター養成講座を受けた
児童が、家庭内で内容を共
有をしていたという報告が
あり、子どもを通して、若
い世代への啓発が出来た。

(1)(2)ケースの傾向で「家族の介護負担の増大によるもの」が多
数を占めており、その背景として、認知症の理解不足や、介護の
仕方が分からないなどの理由があった。
(3)上⻄厚生館のサテライト相談に関しては、厚生館職員との連
携強化が図れた事により、相談に繋がる体制があり、必要に応じ
てアウトリーチが出来ていること、阪神調剤薬局においても介護
保険や必要な制度に繋がっている人が多い事や事業所がセンター
の周知活動に協力してくれていること等により、サテライト実施
のニーズが少なくなっている。
(4)オレンジサポーター養成講座の回数が減少しており、地域へ
実施のアプローチを行っていく必要がある。

二
見
中
学
校
区

二
見
北
小
学
校
区

早
期
に
気
付
き
相
談
し
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ミ
ッ
ク
ス
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

会場、協力者の選定

他校区の活動見学
（マローネ、だるま会）

コアメンバー会議（認知症当事者の家族、
支援団体、総合支援センター）、実務者会
議の実施

・センターが遠くにある地理的な問題
はあるももの、今後は二見北小学校区
に絞らず、中学校区で展開してはどう
でしょうか。
・サテライト、健康教室、健康測定会
の効果的な開催場所についても分析を
続け、より効果的な地域又は相談が上
がりづらい地域に注目しこれまでの試
みを展開してもらうことで、より早期
に相談に繋がっていくと思われます。

元気な頃から、自分で意思決定や判断がで
きなくなった時の事を本人を含む家族が考
える機会を持つことで、問題が重度化する
前に専門の機関へ相談することができ、住
み慣れた地域で本人らしく過ごすことがで
きる。

・認知症の正しい理解
や、介護の方法の周知を
行うとともに、介護者が
抱え込まないよう、相談
ができる場を作るなど、
予防的な啓発を実施して
いく。
・高齢者虐待の早期発見
に繋がるよう、関係機関
や地域へ高齢者虐待防止
について普及・啓発を
行っていく。
・地域住⺠が認知症に早
期に気づいたり、ご自身
で今後のことを考え備え
ることが出来るよう、
ACPについて啓発してい
く。

⻑期的な計画のため、問題提起となっ
た「男性介護者が多い」「認知症や生
きにくさを抱える人に関する相談が多
い」点から始まったことを忘れずに進
めていきましょう。まずはこの問題点
についてのキーマン（協力が得られる
方）を探しだし、少人数のコアメン
バーを結成し、協議を重ねながら少し
ずつ形を見つけていってください。
 集まることを目的とせず、コアメン
バーで協議をする際は、必ずセンター
内で戦略会議を開催したうえで、短期
目標を設定しながら居場所の模索をし
ていってください。

当事者・家族の声を聞
き、合意形成を図りなが
ら検討を行った。また、
活動の趣旨説明を行い、
協力者を募ることができ
た。

他校区の活動を見学し、
事業の参考にした。

まずはコアメンバーで協
議を行い、実務者会議を
開催することができた。

会場については、仮の候補地が決定した。活動の名称、役割分担
等の詳細については次年度に検討を進める。

活動を継続していく為に、参加者のニーズを掴むことの重要性を
再認識した。

協力者によって意向が異なる部分があるので、合意形成しながら
協議を進めていく必要がある。

次年度、住⺠や専門職が協働し、二見地区
に新たな居場所が立ち上がる。

住⺠が主体となり、地域の専門職の協力を
得て、居場所を自主運営できる。

参加者の意見を取り上げながら運営してい
くことで、地域のニーズに合った活動を実
施していく。

実務者会議を継続開催
し、居場所立ち上げに向
けた協議を行う。

会場の使用許可、運営費
用の確認を行い、更に協
力者を募る必要があれば
調整を行う。

居場所を立ち上げ、
PDCAサイクルで運営で
きるよう支援を行う。
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